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2.20.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 小方 孝 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
メディア論，科学と倫理（分担），哲学と文学理論，知能システム演習 A,B,C、卒業研究、卒業ゼミ，ソフトウェア
情報学総論（分担）、知能システム総論（分担） 
(b) 研究科担当授業科目 
認知情報論特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
.   ゼミに力を入れた．前期は一週 3度ほど行い，後期は個別指導中心に進めた． 
・ 特にゼミや演習科目においては，欠席や発表キャンセル，遅刻などに対して厳しく指導し，基本的なマナーを
守らせることも指導の柱に据えた。 
・ 全ての科目のために自作資料を用意した．特に「哲学と文学理論」については論文形式の資料を毎回用意した． 
.    講義形式だけでなく，映像や音楽などを利用した授業も増やした． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
小方孝・金井明人 (2010). 『物語論の情報学序説―物語生成の思想と技術を巡って―』. 学文社.（総ページ数 461
ページ，分担執筆分約 400 ページ） 
[執筆内訳．1 章及び 3 章は金井単独執筆] 
1) 小方孝. 「「小説」―流動と固定，作品の方へ―（4 章）」. pp.130-169. 
2) 小方孝. 「「物語生成システム」の背景及び物語と文学の間（5 章）」. pp.186-258. 
3) 小方孝. 「「物語生成システム」の大局的結構―物語の技術と経営への序―（6 章）」. pp.259-340. 
4) 小方孝. 「物語生成における多元的戦略（7 章）」. pp.341-383. 
5) 小方孝. 「物語と反／非・物語及び山梨大学―第 I 部への序言と本書成立のひとつの背景―（第 I 部序論）」. 
pp.2-16. 
6) 小方孝. 「曖昧さについて及び LCC―第 II 部への序言と本書成立のもうひとつの背景―（第 II 部序論）」. 
pp.172-185. 
7) 小方孝・金井明人. 「ストーリーと商品＝ブランド―生成に向けた広告の物語の分析―（2 章）」. pp.42-115. 
8) 小方孝・金井明人. 「物語生成としての広告生成のために―断片的考察―（8 章）」. pp.384-447. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) 査読あり 
1) 熊谷友子・小方孝・及川春香 (2010). 登場人物の認知に基づく物語内容の構成. 『人工知能学会全国大会（第
24 回）論文集』. 1I2-OS1b-4. (3 ページ) 
2) 秋元泰介・小方孝 (2010). 物語生成システムにおける物語言説機構の再検討. 『人工知能学会全国大会(第 24
回)論文集』. 1I2-OS1b-6. (4 ページ) 
3) 小方孝・秋元泰介 (2010). 統合物語生成システムのための試験的モジュール結合. 『人工知能学会全国大会(第
24 回)論文集』. 1I2-OS1b-8. (4 ページ) 
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4) 高橋雄大・小方孝・秋元泰介・清藤綾香 (2010). 音楽と物語の相互変換による循環的物語生成システムの拡張. 
『人工知能学会全国大会(第 24 回)論文集』. 1I2-OS1b-9. (4 ページ). 
5) 小野寺康・花田健自・小方孝 (2010). 物語内容におけるストーリー世界の表現と生成. 『人工知能学会全国大
会（第 24 回）論文集』. 1I2-OS1b-11. (4 ページ) 
6) 小野淳平・花田健自・小方孝 (2010). 物語内容におけるストーリーライン生成機構の試作の実装. 『人工知能
学会全国大会（第 24 回）論文集』. 1I2-OS1b-12. (4 ページ) 
7) 秋元泰介・小方孝 (2010). 文学理論の実装としての物語言説システム―構成的物語論の一事例として―. 『日
本認知科学会第 27 回大会予稿集』. 757-766. 
8) 小方孝・秋元泰介 (2010). 構成的物語論の実践のために―統合物語生成システムの試験版実装を通じて―. 『日
本認知科学会第 27 回大会予稿集』. 767-776. 
9) 小方孝 (2010). 歌舞伎としての三島由紀夫生成体―流動と固定(10)―. W2:文学の生成. 『日本認知科学会第 27
回大会予稿集』. 7. 
10) Akimoto, T. and Ogata, T. (2010). Implementing a Narrative Discourse System as a Mechanism in 
Narrative Generation: A Hybrid Approach of AI and Narratology. Proceedings of The 7th International 
Conference on Cognitive Science. 359-360. 
(d) 研究発表 
1) 秋元泰介・小方孝 (2010). 物語言説システムの成果の現状と今後の計画―物語言説システムから統合物語生成
システムへ向けたノート―. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 21 回定例
研究会予稿集』. 21W-01. (16 ページ) 
2) 小方孝 (2010). 歌舞伎座の芝居と機械，非人間―流動と固定(8)―. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュー
タⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 21 回定例研究会予稿集』. 21W-02. (1 ページ) 
3) 秋元泰介・小方孝 (2010). 物語言説システムにおける物語言説技法の体系的再考察―種類の拡張と方法の再検
討―. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研究会予稿集』. 22G-02. 
(16 ページ) 
4) 小方孝 (2010). 下向的／上向的統合物語生成システムについて―流動と固定(9)―. 『日本認知科学会文学と認
知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研究会予稿集』. 22G-04. (23 ページ) 
5) 清藤綾香・小方孝 (2010). 音楽と物語の相互変換による循環的物語生成システムにおける多様な言説技法の導
入と結果の評価. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研究会予稿
集』. 22W-01. (4 ページ) 
6) 及川春香・小方孝 (2010). 登場人物の認知情報を持った物語内容機構実現に向けて-小説の分析とシステムの提
案-. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研究会予稿集』. 22W-02. 
(5 ページ) 
7) 小野寺康・小野淳平・小方孝 (2010). 状態‐事象相互変換による物語内容機構における相互変換ルールの改善
と多様な生成方法の検討. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 22 回定例研
究会予稿集』. 22W-03. (9 ページ) 
8) 秋元泰介・小方孝 (2010). 物語言説システムにおける物語言説技法の体系的再考察―種類の拡張と方法の再検
討―(2). 『人工知能学会第二種研究会ことば工学研究会（第 35 回）資料』. 43-49. 
9) 小方孝・秋元泰介・及川春香・清藤綾香・千田潤 (2010). 「統合物語生成システム」の統合的物語化のための
ノート（続）：統合物語生成システム第 0.2 版，音楽と概念的物語の相互変換システム，三島由紀夫『午後の
曳航』の分解と再構成，映像技法のルール化などを焦点として―流動と固定(11)―. 『日本認知科学会文学と認
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知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 23 回定例研究会予稿集』. 23W-09. (30 ページ) 
10) 小方孝 (2011). 物語生成の内容的統合に向けて：物語／文学／芸能、歌舞伎／三島／「私」、小説－流動と固
定(12)－. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 24 回定例研究会予稿集』. 
24G-02. (20 ページ) 
11) 秋元泰介・小方孝 (2011). 受容理論を援用した物語言説制御機構の統合物語生成システムの制御機構への拡張
に向けて. 『日本認知科学会文学と認知・コンピュータⅡ研究分科会（LCCⅡ）第 24 回定例研究会予稿集』. 
24G-07. (9 ページ) 
12) 秋元泰介・小方孝 (2011). 物語生成システムにおける物語言説機構の開発と評価. 『言語処理学会第 17 回年
次大会発表論文集』. 631-634(P3-13). 
(e) 研究費の獲得 
該当無し 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
小方孝 (2010). 特集講座―認知支援システム学講座：物語生成システムプロジェクト. (13 ページ). 2009 年度岩手県立
大学ソフトウェア情報学部教育研究活動報告 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
高大連携事業推進委員, 水沢高校の報告会及び研究発表会に参加した 
(b) 学部/研究科の委員会 
広報委員長: パンフレット，オープンキャンパス等の実施． 
(c) 学生支援 
・就職指導に関しては，年度内に内定が出ない学生が三名いた．二名は励まして最後まで就職活動を続けたが内定
をもらえなかった．一名は精神的に不安定になり年度半ばから就職活動を放棄したが，その間も企業を紹介した
りなど指導を続けた． 
・アスペルガー症候群の学生が一名おり，演習授業において特別な配慮を行った． 
・中退者と休学者が数名出た．ともに，不本意入学および学力不足の学生であった．また一名は精神的な持病（癲
癇）を抱えており，数回相談に乗った．一名の休学者には就職課を通じて企業を紹介し，インターンシップをさ
せた． 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
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該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本認知科学会「文学と認知・コンピュータ II(LCCII)」研究分科会主査（2008年 4月～継続）． 
2) LCCIIにおける例会を四回開催し，同研究会でワークショップ等企画，座長を数回行った． 
3) 認知科学会大会においてワークショップを企画・実施（神戸大学）． 
4) 人工知能学会ことば工学研究会との合同研究会の実施（長崎県立大学）． 
1)  
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
研究発表を参照。 
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職名： 准教授 氏名： Basabi Chakraborty 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
計算モデル論、統計学、専門英語 II、ソフトウェア演習 A，ソフトウェア演習 B，ソフトウェア演習 C、，知能シス
テム演習 A，知能システム演習 B，知能システム演習 C，知能システムゼミ A，卒業研究・制作 A，知能システムゼミ
B，卒業研究・制作 B  
(b) 研究科担当授業科目 
知能メデア総論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1） Co-authored (with Prof. Y. Dai)  publication  of an Edited book titled ‘Kansei Engineering and 
Soft Computing: Theory and Practice” , Publisher IGI Global, January 2011. 
2） Book Chapter : Basabi Chakraborty, “ Fundamentals of Pattern Analysis : A Brief Overview”, pp. 
39—58 in Edited book  “Computational Intelligence and Pattern Analysis”  John Willey and 
Sons, New Jersy, 2010. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Takako Hashimoto and Basabi Chakraborty , ‘A Framework for Spam  Video Detection in Video 
Sharing Services’, ICIC Express Letters, Vol 5, No. 6, pp. 1947—1952,  June 2011. 
2)  Basabi Chakraborty , ‘Evolutionary Computational Approaches to Feature Subset Selection “,  
submitted to Special issue of International  Journal of Soft computing and Bioinformatics 
(supposed to be published in December  2010 issue) 
(c) 査読あり (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Basabi Chakraborty, and Takako Hashimoto, ‘Topic Extraction from Messages in Social 
Computing Services - Determining the number of Topic Clusters-“ , in Proceedings of 
International  Conference on Semantic Computing (IEEE-ICSC 2010) held in Pittsburgh, USA, 
September 2010, pp. 232--235 
2) Basabi Chakraborty and Takako Hashimoto , “A Framework for  User Aware Route Selection 
in   Pedestrian Navigation System’, in Proceedings of International Symposium  on Aware 
Computing (IEEE-ISAC 2010) held in Taiwan, November 2010., pp. 150-153. 
3) Goutam Chakraborty, Hideyuki Kurokawa, Basabi Chakraborty, Masafumi Matsuhara, Hiroshi 
Mabuchi, Yasuo Terayama, "How best to restore operations of a Damaged ANN?", Proceedings of 
the IEEE World Congress on Computational Intelligence, pp.2225-2231, 18-23 July, 2010, 
Barcelona, Spain. 
4)  T. Hashimoto and B. Chakraborty .: A Framework for Spam Video Detection in Video Sharing 
Services, Proc. of Fifth International Conference on Innovative Computing, Information and 
Control (ICICIC2010),  Vol 5, No. 6, pp. 1947--1952, Dec. 2010, Xi`an , China 
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(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
該当無し 
 (e) 研究費の獲得 
学会開催助成 ５００，０００円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
評価委員会、SPA委員会 
(c) 学生支援 
講座に所属学生の支援 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
IEEE  JC WIE Chair ,  took active part in IEEE WIE activities in Japan 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
PC member of international Conference : ICICIC 2010, NaBIC 2010, IEEE-FUZZ 2010 etc.. 
WIE Track Chair : IEEE TENCON 2010 
Reviewer: Conference ICICIC 2010, FUZZ-IEEE 2010, NaBIC 2010, IEEE SMC 2010, ISAC 2010, 
etc.. 
Journal: IEEE SMC, IEEE PAMI, IEICE, PRL, Pattern Recognition, IEEE TKDE, IPSJ, 
International Journal of Information Security etc.. 
IEEE JC WIE Chair, INNS-India Advisory Board member 
(f) その他 
1) Panelist in the Panel “Women Mathematicians around the World” organized in the Conference 
ICWM 2010 held in Hyderabad, India, August , 2010. 
2) Panel Coordinator of the Panel discussion “Women’s Career development in Asian Countries” 
organized in the Conference TENCON 2010 held in Fukuoka, Japan, November, 2010. 
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[主な業績］ 
My research activity was based on developing algorithms to improve biometric authentication systems 
incorporating soft biometric technology in combination with face and handwriting recognition. My  
other research topic is to develop route guidance system according to user’s preference and its 
application to designing pedestrian assistance system. I also developed some algorithms for data 
mining from business data. 
This year I chaired the Executive committee of IEEE Japan Council Women in Engineering (WIE) Affinity 
group and actively participated in the events organized by WIE Japan. I also chaired WIE  special 
track in the conference TENCON 2010 held in Fukuoka in November.  
  
2.20.認知支援システム学講座 
269 
職名： 講師 氏名： David Ramamonjisoa 
[教育活動］ 
学部担当授業科目 
情報学基礎 C， 解析学, 知能システム学, 知能機械と自然言語処理, ソフトウェア演習 A,B,C, 知能システム演習
A,B,C, 知能システム総論, 学の世界入門, プロジェクト演習 I, プロジェクト演習 II,  
知能システムゼミ A,B, 卒業研究制作 A,B. 
研究科担当授業科目 
知能システム開発特論 
その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
情報リテラシ（コンピュータ入門編集） 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) Part of the book IMCIC’11. Selected paper for the proceedings of the 2nd International Multi-Conference 
on Complexity, Informatics and Cybernetics, ISBN-978-1-936338-21-4 (Volume II), pp.242-247, 2011. 
(b) 学術論文 
該当無し 
(c) 研究発表査読あり 
1） David Ramamonjisoa and Tomoyuki Tan, “Modeling, Extracting, and Visualizing Organization’s Knowledge 
with Topic Maps”, International Conference on Knowledge Generation, Communication, Management (March 
2011), Orlando, Florida, USA, March 27th – 30th, 2011.  
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
該当無し 
(e)研究費の獲得 
該当無し 
(f)その他総説・解説、調査報告・市場調査、特許、受賞、報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
全学委員会 
該当無し 
学部/研究科の委員会 
学部 SPA－PBL委員会（PBL担当）, 教務委員会（講座配属担当） 
学生支援 
小方研究室の研究進路指導、学生活動支援, 学生の面談 
その他 
該当無し 
 
 
 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2010 
270 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
- WMSCI2010国際学会の査読者 
- Knowledge Based Systems Journal Elsevierの査読者(peer reviewer) 
- IMCIC’11論文集の査読者 
(f) その他 
- ACM 委員 
- IEEE委員 
- JSAI委員 
- IPSJ委員 
 
[主な業績］ 
My research activity during the year 2010 concerns the knowledge management and ontology 
in scientific and organization domains. I worked with undergraduate students during their 
research graduation in 4th year to perform some experiments on the cited subjects. I had 
six students in their 4th year during this year 2010. Five out of them have finished their 
thesis and research presentation then graduated and one failed. The main area is the semantic 
web applications such as Natural Language Questions Answering System using SPARQL (a formal 
query language for RDF or OWL) and specific search interface related to Manga in the Yahoo 
Japan Questions Answers homepage (Yahoo Chie Bukuro) by designing an ontology of Manga and 
terms categorization algorithm. Other relevant work concerned the modeling, extracting and 
visualizing interesting relationships among entities in the data. We used tools for analyzing 
text or structured documents by creating graphs (topic maps) and extracting facts by 
constructing ontology (topics and topic types) as part of knowledge bases in university domain. 
We develop topic maps of our university specially our faculty organization that can be reused 
in other domain or extended in the future. 
  
